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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】機械手段で製作されたにも関わらず手作り感を
有し、新製品でありながらヴィンテージ感を有し、更に
は経年と共に風合いを増すことが可能な高級感を有する
金属製洋食器を提供する。
【解決手段】ステンレス製の金属製洋食器の基材１０は
、金属製食器類１１や金属製調理器具１２の基材に分類
され、金属製食器類１１や金属製調理器具１２の表面仕
上げ処理手段として用いるバレル研磨よる打痕２１、３
１を有し、また金属製食器類１１や金属製調理器具１２
の表面仕上げ処理手段として用いるバレル研磨による凹
凸痕２２、３２を有し、打痕２１、３１や凹凸痕２２、
３２によって形成される不連続で不均質な凹凸面や凹凸
模様２０、３０になり、これを新規な表面仕上げ感Ｓ１
とヴィンテージ感Ｓ２として利用する。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　金属製洋食器の表面に新規な表面仕上げ感の形成手段として、バレル研磨で用いる研磨
材によって生じる打痕や凹凸痕を利用し、前記金属製洋食器表面に不連続で不均質に凹凸
面や凹凸模様を形成させることを特徴とする、金属製洋食器の表面処理手段。
【請求項２】
　前記新規な表面仕上げ感形成手段に前工程を設ける場合には、下地処理としてバレル研
磨を選択し、前記下地処理バレル研磨で用いる研磨材の粒子は前記仕上げ処理バレル研磨
で用いる研磨材の粒子よりは小さめ又は比重の軽いものであることを特徴とする、請求項
１に記載の金属製洋食器の表面処理手段。
【請求項３】
　金属製洋食器の表面にヴィンテージ感を形成させる手段であり、前記ヴィンテージ感形
成手段がバレル研磨で用いる研磨材によって生じる打痕や凹凸痕を利用し、前記金属製洋
食器表面に不連続で不均質に凹凸面や凹凸模様を形成させることを特徴とする、金属製洋
食器のヴィンテージ感形成手段。
【請求項４】
　前記ヴィンテージ感形成手段に前工程を設ける場合には、下地処理としてバレル研磨を
選択し、前記下地処理バレル研磨で用いる研磨材の粒子は前記ヴィンテージ感形成手段バ
レル研磨で用いる研磨材の粒子よりは小さめ又は比重の軽いものであることを特徴とする
、請求項３に記載の金属製洋食器のヴィンテージ感形成手段。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、金属製洋食器の表面処理手段及び金属製洋食器のヴィンテージ感形成手段に
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、金属製洋食器に用いられている金属には、一般的には、耐食性、耐腐食性、耐錆
性、防錆性、耐酸化性、などを備えた金属が用いられ、比較的硬度の低い金属材料として
は、美観や質感に優れた錫や銀などが知られており、比較的硬度の高い金属材料としては
、耐久性に優れたステンレスやステンレス鋼やチタンやチタン合金などが知られている。
　また、従来、金属製洋食器には、上述した比較的硬度の高い金属材料の表面に、美観の
向上、質感の向上、装飾性の向上、耐久性の向上、耐食性の向上、耐腐食性の向上、耐錆
性の向上、防錆性の向上、硬度の向上、などを目的にして、メッキや塗装や酸化皮膜形成
手段や鏡面仕上げ研磨なの表面処理が行われてきた。
【０００３】
　また、上述した金属製洋食器の表面処理手段に関して、美観の向上、質感の向上、装飾
性の向上に関して詳述すると、シボ加工、古美仕上げ、梨地仕上げ、砂目加工、つや消し
処理、などが一般的に知られていて、例えばシボ加工に関しては金属製洋食器の表面に凹
凸模様を形成させる金型を介したプレス加工手段であり、例えば古美仕上げに関しては、
「古仕上げ」や「古美仕上げ（ｗｅａｔｈｅｒｉｎｇ）」とも呼ばれており、金属製洋食
器の表面に四三酸化鉄皮膜を形成させる酸化皮膜形成手段の一つであり、例えば梨地仕上
げとは金属製洋食器の表面を梨の表面のようにザラザラした状態になるように形成させる
金型を介したプレス加工手段であり、例えば砂目加工やつや消し処理に関しては、金属製
洋食器の表面をサンドブラスト装置を介してサンドブラスト処理をすることで得られる。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところが、当該実用新案登録願の出願人は、新規の金属製洋食器の開発に当たって、従
来の金属製洋食器とは差別化ができないものかと考え、調査してみた結果、まずインター
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ネット上で、検索エンジンに「ｇｏｏｇｌｅ」を利用し、ヴィンテージ食器という市場は
存在しているが、ヴィンテージ感を備えた金属製洋食器というジャンルが存在していない
ことを確認した後に、特許情報プラットフォームの「特許・実用新案」カテゴリーの「特
許・実用新案テキスト検索」機能を介し、キーワードに「ビンテージ，ヴィンテージ，Ｖ
ＩＮＴＡＧＥ」を用いて、キーワード検索を実施した結果、２１件のヒット件数を得たが
、やはりヴィンテージ感を備えた金属製洋食器という開発案件は見つからなかった。（２
０１５年５月５日現在における検索結果）
　また、上述した「特許・実用新案テキスト検索」の結果である２１件のヒット件数の内
訳は、以下の通りである。
　例えば、特開２０１４－０７７９７０号公報「高調波歪率測定法および装置」，特開２
０１０－２５７４７５号公報「記録されたデジタルプログラムにアクセスするための方法
及び装置」，特開２０１０－２３５７７０号公報「皮革材の表面処理方法」，特開２００
８－２７４４５２号公報「ヴィンテージ・ジーンズ調の外観を有し、脚長に見えるジーン
ズ」，特開２００８－２１２３５２号公報「スライドファスナー用務歯及びスライドファ
スナー」，特開２００３－３０１３５０号公報「デニムおよびその製造方法」，特開２０
０３－２６８６８３号公報「インジゴ染色生地の加工方法および該方法によって加工され
たインジゴ染色生地」，特開２００３－０５０５８２号公報「楽音信号処理装置」，特開
２００３－０１３３４８号公報「光沢組紐とその製造方法及び装置」，特開２００２－２
６６２５８号公報「生地染色法」，特開２００２－１５５４６５号公報「皺模様繊維製品
の製造方法」，特開平０６－０９５８９５号公報「アプリケーションプログラム装置及び
その方法」，特表２０１０－５３２１６４号公報「トマトにおける単為結果遺伝子」，特
表２００６－５２１５９６号公報「環境排出削減を創出、集積及び移転するシステム及び
方法」，特表２００６－５０８４８０号公報「環境排出削減をトラッキングするシステム
及び方法」，特表２００２－５３１０１３号公報「記録されたデジタルプログラムにアク
セスするための方法及び装置」，特許５０７２４２０号公報「ヴィンテージ・ジーンズ調
の外観を有し、脚長に見えるジーンズ」，特許４３６３７７４号公報「ヒゲ皺模様繊維製
品の製造方法」，実登３１９６９７０号公報「筆記具」，実登３１７６５５０号公報「弦
楽器ラッカー塗装・分離式保護カバー」，実登３１６４８７６号公報「ジーンズの裾上げ
用アクセサリー」、などである。
【０００５】
　また、例えば上述した検索エンジン「ｇｏｏｇｌｅ」で「ビンテージ，ヴィンテージ，
ＶＩＮＴＡＧＥ」というキーワードで検索した結果、約９１，２００件のヒット件数（２
０１５年５月５日現在）を得て、その上位１００件の内訳を以下に示した。
　例えば、キャンバスコットンをヴィンテージ処理したデイパックの紹介サイトで（ｖｏ
ｎｄｒｅｈｌｅ．ｃｏｍ／ｄｅｆａｕｌｔ／ｉｎｄｅｘ）を参照。キャンバスコットンを
採用したミリタリースタイルのデイパックの紹介サイトで（ｖｏｎｄｒｅｈｌｅ．ｃｏｍ
／ｄｅｆａｕｌｔ／ｉｎｄｅｘ）を参照。ペンキを使ってビンテージ加工を施したアルミ
サッシの紹介サイトで（ｒａｋｕｔｅｎ．ｎｅ．ｊｐ／ｇｏｌｄ／ｐｅｎｋｉ－ｓｔｏｒ
ｅ／ｈｏｗｔｏ／ｅｉｊｉｎｇ．ｈｔｍｌ）を参照。自分でバックルをヴィンテージ加工
する紹介サイトで（ｄｅｔａｉｌ．ｃｈｉｅｂｕｋｕｒｏ．ｙａｈｏｏ．ｃｏ．ｊｐ）を
参照。真鍮や鉄にサビ加工をする紹介サイトで（ｏｓｈｉｅｔｅ．ｇｏｏ．ｎｅ．ｊｐ）
を参照。ネックレスの金属素材にウッドヴィンテージ加工する紹介サイトで（ａｕｃｔｉ
ｏｎ．ｒａｋｕｔｅｎ．ｃｏ．ｊｐ）を参照。金属シルバースタッズをビンテージ風に処
理する紹介サイトで（ｏｋｗａｖｅ．ｊｐ）を参照。金属製品を塩水で錆させてみるエイ
ジング加工やアンティーク加工の方法をご紹介する情報サイトで（ｗｏｌｃａ．ｉｎｆｏ
／ｔｏｐｉｃ／ｔｏｐｉｃ０８．ｈｔｍｌ）を参照。新品の写真フレームを何年も使い込
んだように見せるヴィンテージ加工の紹介サイトで（ｍａｔｏｍｅ．ｎａｖｅｒ．ｊｐ／
ｏｄａｉ／）を参照する。
　また例えば、金属のエイジング加工に関してペンキでビンテージ加工に挑戦するための
情報サイトで（ｂ．ｈａｔｅｎａ．ｎｅ．ｊｐ／ｋｍｇｉｋｎｋ／Ｔｕｔｏｒｉａｌ／Ｄ
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ＩＹ／）を参照。金属切削加工でヴィンテージ加工に挑戦したアンティークコンパクトの
紹介サイトで（ａｎｔｉｑｕｅ－ｓｉｍｏｎ．ｊｐ）を参照。ヴィンテージバイクの紹介
サイトで（ｂｏｏｋｓ，ｇｏｏｇｌｅ．ｃｏ．ｊｐ）を参照。サビ塗装技術でヴィンテー
ジ感に仕上げる紹介サイトで（ｃａｎｄｙｔｏｗｅｒ．ｃｏｍ／ａｇｉｎｇｐａｉｎｔ／
ｈｅｌｍｅｔｐａｉｎｔ）を参照。金属製のアクセサリのヴィンテージ加工を紹介するサ
イトで（ｋｏｂｅ－ｍｓ８９ｆａｃｔｏｒｙ．ｂｌｏｇ．ｓｏ－ｎｅｔ．ｎｅ．ｊｐ／）
を参照。真鍮製の名刺入れのヴィンテージ加工の紹介サイトで（ｓｔｏｒｅ．ｃｏｔｏ－
ｍｏｎｏ－ｍｉｃｈｉ．ｊｐ／）を参照。ヴィンテージ加工したフィッシュテールマフラ
ーの紹介サイトで（ｋｏｔａｃｈａｎｔｏｗ６５０．ｂｌｏｇ．ｆｃ２．ｃｏｍ／ｂｌｏ
ｇ－ｅｎｔｒｙ－１０５）を参照。椅子・チェア・スツール・座椅子のヴィンテージ加工
の紹介サイトで（ｃｏｎｅｃｏ．ｎｅｔ）を参照。バッグ類のヴィンテージ加工を紹介す
るサイトで（ｗｗｗ．ａｍａｚｏｎ．ｃｏ．ｊｐ）を参照する。
　また例えば、アメリカから取り寄せたヴィンテージのアルミ製のドッグタグの紹介サイ
トで（ｓａｋｕｒａｃｓ．ｏｃｎｋ．ｎｅｔ／ｐｒｏｄｕｃｔ－ｌｉｓｔ／１１）を参照
。金属ファスナーのヴィンテージジッパーの紹介サイトで（ｙｋｋｆａｓｔｅｎｉｎｇ．
ｃｏｍ／ｊａｐａｎ／ｐｒｏｄｕｃｔ／ｍｆ／ｏｌｄａｍｅｒｉｃａｎ）を参照。長財布
のヴィンテージ加工を紹介するサイトで（ｋｅｔｓ．ｏｒ．ｋｒ／ｅｍｔｗｍｊ／７９６
７－ｗｇｙｕ）を参照。二つ折り財布で使用するイタリアンショルダーレザーをヴィンテ
ージな風合いに仕上げることを紹介するサイトで（ｇｉｎｋａｗａｔｅｎ．ｃｏ．ｊｐ／
ｉｔｅｍ／ＨＣ－５０２／）を参照。ビンテージ・フィニッシュのエアガンの紹介サイト
で（ｈｙｐｅｒｄｏｕｒａｋｕ．ｃｏｍ／ａｉｒｇｕｎ／ｗａ＿ｂｏｂｃｈｏｗ／）を参
照。金属を腐食させるアンティーク加工を施した高級ボールペンの紹介サイトで（ｇｉｎ
ｕｔａ．ｂｌｏｇ．ｆｃ２．ｃｏｍ／ｂｌｏｇ－ｅｎｔｒｙ－８２．ｈｔｍｌ）を参照。
ペイントにリペア風ステッチを施したデニムジャケットの紹介サイトで（ａｕｄｉｅｎｃ
ｅ－ｊｐ．ｔｕｍｂｌｒ．ｃｏｍ／ｐｏｓｔ／１１７１５９６０６３９０／ｚｉｐ－１）
を参照。ヴィンテージ加工のため金属部分に黒ずみ、傷のあるアクセサリーの紹介サイト
で（ｊｕｉｃｙｒｏｃｋ．ｃｏ．ｊｐ／ｆｓ／ｊｕｉｃｙｒｏｃｋ／ｓｒｎ１２）を参照
。ビンテージ仕上げのチタンリングの紹介サイトで（ｔｅｔｏｔｅ－ｍａｒｋｅｔ．ｊｐ
／ｃｒｅａｔｏｒ／ｐｒｏｄｏｔｔｏ／ｐｄ２１３０７９１６５４／）を参照する。
　また例えば、ヴィンテージファスナーの独自加工技術の紹介サイトで（ｃｎｉｓｓ．ｃ
ｈｕｏｋａｉ－ｍｉｅ．ｏｒ．ｊｐ／ｍｏｎｏｍａｐ／ｃｇｉ＿ｂｉｎ／ｒｅｓｕｌｔ．
ｃｇｉ）を参照。ヴィンテージジーンズのような風合いを特徴とする結婚指輪や婚約指輪
の紹介サイトで（ｋ－ｕｎｏ．ｃｏ．ｊｐ／ｏｎｌｉｎｅｓｔｏｒｅ／ｕｓｅｒ＿ｄａｔ
ａ／ｍａｔｅｒｉａｌ）を参照。近年の楽器を数十年の時を経たようなヴィンテージライ
クな雰囲気にすることが可能なエイジド加工の紹介サイトで（ｗｏｏｄ－ｈａｒｍｏｎｉ
ｚｅ．ｃｏｍ／ｅｇｅｄ／ｅｇｅｄ）を参照。ヴィンテージ処理した古着風コーデュロイ
やＧジャン型ジャケットの紹介サイトで（ｓｐｕｔｎｉｃｋｓ．ｊｐ）を参照。エイジン
グ加工した雑貨の紹介サイトで（ａｍｅｂｌｏ．ｊｐ／ａｏｉｒｏｖｗ／ｅｎｔｒｙ－１
０５８８１９９１４８）を参照。金属加工を施したヴィンテージキーホルダーの紹介サイ
トで（ｏｒｉｇｉｎａｌ－ｋｅｙｈｏｌｄｅｒ．ｃｏｍ／）を参照。ヴィンテージ素材を
使用した調理器具や貨幣、金管楽器、燭台や額縁、仏具などの紹介サイトで（ｙｏｓｈｉ
ｙａｎｅｔ．ｓｈｏｐ－ｐｒｏ．ｊｐ／）を参照。金属製の鋲のエイジング加工を施した
ヴィンテージ品の紹介サイトで（ｆｕｎｎｙ－ｗｅｓｔｅｒｎ．ｃｏ．ｊｐ／＿ｆｒｅｅ
ｚｉｎｇ／ｖ３／ｆｕｎｎｙ－ｎｅｗｓ／）を参照。ヴィンテージ感を加えたカウンター
や店の紹介サイトで（ｖｅｒｏｍｅｔａｌ．ｄｅ／ｊｐ／ｎｅｗｓ／ｎｅｗｓ．ｈｔｍｌ
）を参照。アンティークな鍵の紹介サイトで（ｐｈｏｔｏ－ａｃ．ｃｏｍ／ｍａｉｎ／ｓ
ｅａｒｃｈ）を参照する。
　また例えば、ヴィンテージ加工を施したデニムジャケットの紹介サイトで（ｓｐｅｅｄ
－ｔｒａｄｅ．ｃｏｍ／ｉｔｅｍ＿ｉｄ２７９５９８）を参照。ヴィンテージ風にすこし
さびれた風合いに仕上がった金属ボタンの紹介サイトで（ｎｏｍｕｒａ－ｔａｉｌｏｒ．
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ｃｏ．ｊｐ／ｓｈｏｐ／ｐｒｏｄｕｃｔｓ／ｄｅｔａｉｌ）を参照。ヴィンテージ加工し
た用紙を用いることで高付加価値を生む印刷の紹介サイトで（ｔａｋａｋｕｗａ．ｗａｖ
ｅ．ｊｐ）を参照。ヴィンテージアイテムを特徴とするインテリアショップの紹介サイト
で（ｏｐｅｎｅｒｓ．ｊｐ）を参照。ヴィンテージ加工を特徴とする鉄や異素材を融合さ
せたタフスタイルを紹介サイトで（ｆａｃｅｂｏｏｋ．ｃｏｍ／ｒａｆｕｔａｆｕ）を参
照。ヴィンテージ加工を施したバックルやキーホルダーの紹介サイトで（ｓｈｏｐ－ｌｉ
ｓｔ．ｃｏｍ）を参照。ヴィンテージ加工が施された長財布の紹介サイトで（ｔｈｅｕｎ
ｉｖｅｒｓｉｔｙｃｏｍｍｏｎｓ．ｃｏｍ／ｈｅａｔｅｒ０４２０／ｒｈｙｔｈｍ）を参
照する。
　また例えば、ビンテージサックスのメンテナンス情報の紹介サイトで（ｃｏｏｌ－ｓｏ
ｕｎｄｓ．ｓａｋｕｒａ．ｎｅ．ｊｐ／ｌｉｇａｔｕｒｅ／ｓｃｒｅｗ）を参照。ヴィン
テージ加工を施したアウトドアジャケットの紹介サイトで（ａｎｄｏｒｏｓ－ｍｉｌｉｔ
ａｒｙ．ｃｏｍ）を参照。ヴィンテージ風に仕上げる金属ボタンの紹介サイトで（ｓｈｏ
ｐ．ｌｕｌｕａｎｄｐｅｐｅ．ｃｏｍ／．．．／ｒｅｆｅｒ．ｐｈｐ）を参照。リベット
やファスナーなどの金属部分に化学反応を利用したヴィンテージ加工を施した金具を使用
した服や雑貨の紹介サイトで（ｎａｔｕｌａｎ．ｊｐ）を参照。ヴィンテージエンボス加
工した金属を用いた美術品や工芸品の紹介サイトで（ｊａｐａｎｅｓｅ．ａｌｉｂａｂａ
．ｃｏｍ）を参照。ビンテージ風に加工したギターの紹介サイトで（ｃａｔｒｏｃｋ－ｇ
ｕｉｔａｒ．ｃｏｍ）を参照。ヴィンテージ加工したことで価値があるウェアの紹介サイ
トで（ｈｅｌｌｅｒｓｃａｆｅ．ｊｐ／ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ／ｓｅａｓｏｎ．ｈｔｍｌ
）を参照。ヴィンテージ処理したパーツを揃えたギターの紹介サイトで（ｗｗｗ．ｐｌａ
ｙｅｒ．ｊｐ）を参照。ヴィンテージストーン、ヴィンテージビーズ（チェコ）、などを
用いたアクセサリーやネックレスの紹介サイトで（ｍｉｎｎｅ．ｃｏｍ）を参照。ヴィン
テージ加工したアクセサリーの紹介サイトで（ａｕｃｔｉｏｎ．ｂｒａｎｄｅａｒ．ｊｐ
／ｓｅａｒｃｈ／ｄｅｔａｉｌ／ＡｕｃｔｉｏｎＩＤ／５０９９７４７／）を参照する。
　また例えば、中古ビンテージ家具・雑貨の通販サイトで（ｗｗｗ．ｐｉｏ－ｏｔａ．ｊ
ｐ）を参照。ヴィンテージ加工した床材の紹介サイトで（ｏｋｕｔａ．ｃｏｍ／ｂｌｏｇ
／ｓ０１１／ｔａｇ／）を参照。ヴィンテージ加工したアルトサックスの紹介サイトで（
ｗｗｗ．ｓａｘ－ｆｕｎ．ｃｏｍ）を参照。ヴィンテージ加工した時計の紹介サイトで（
ｗｗｗ．ｆｅｒｉｃ．ｎｅ．ｊｐ）を参照。ヴィンテージ加工したＺＩＰＰＯの紹介サイ
トで（ｚｉｐｐｏ－ｏｅｍ．ｃｏｍ／ｋｅｅｐｉｎｇ）を参照。エイジング加工を施した
スタイリングチェアの紹介サイトで（ｔｂ－ｎｅｔ．ｊｐ／ｐｒｏｄｕｃｔｓ／ｓｔｙｌ
ｉｎｇ－ｃｈａｉｒ／）を参照。ヴィンテージ加工した楽器の紹介サイトで（１４８４．
ｂｚ／ｓｈｉｂｕｙａ－ｗｅｓｔ／ｖｉｎｔａｇｅ－ｈｉｇｈｅｎｄ）を参照。ヴィンテ
ージ処理した、テーブルデコレーション、卓上装飾品の紹介サイトで（ｊａ．ａｌｉｅｘ
ｐｒｅｓｓ．ｃｏｍ）を参照。ヴィンテージ処理したジッパー，メタルジッパー，ファス
ナー，の紹介サイトで（ｗｗｗ．ｗａｌｄｅｓ．ｃｏ．ｊｐ／ｍｅｔａｌ．ｈｔｍｌ）を
参照する。
　また例えば、写真をオリジナルのヴィンテージパネルに仕上げるサービスの紹介サイト
で（ｉｋｅｂｕｋｕｒｏ．ｔｏｋｙｕ－ｈａｎｄｓ．ｃｏ．ｊｐ）を参照。ヴィンテージ
処理した管楽器の紹介サイトで（ｄｏｌｃｅ．ｃｏ．ｊｐ／ｅｘｔ／）を参照。ヴィンテ
ージ処理したアクセサリーの紹介サイトで（ｐｏｐｕｒｉ－ｂｉｊｏｕｘ．ｃｏｍ／ａｂ
ｏｕｔ／）を参照。ヴィンテージカーの部品の紹介サイトで（ｗｗｗ．ｉｎｏｚｕｍｅ－
ｓｓ．ｊｐ／ブログ／）を参照。ヴィンテージ処理した家具の紹介サイトで（ｖａｎｉｌ
ｌａ－ｋａｇｕ．ｃｏｍ／０１１ｅａｍｅｓ／０４ｄｓｒ／ｖｉｎｔａｇｅ／）を参照。
ヴィンテージスワロフスキーのブレスレットの紹介サイトで（ｓｔｏｒｅ．ｒｅｔｒｏ－
ｂｉｚ．ｃｏｍ／ｐａｇｅ＿ｄｅｔａｉｌ＿２７１１）を参照。１９５０年代のヴィンテ
ージ喫煙具の紹介サイトで（ｉｎｎｏｃｅｎｔ－ｖｉｎｔａｇｅ．ｃｏｍ／ｓｈｏｐｄｅ
ｔａｉｌ／）を参照。ヴィンテージ加工が施された装飾品の紹介サイトで（ｗｗｗ．ｓａ
ｐｐｏｒｏ－ｂａｓｅ．ｊｐ）を参照。ヴィンテージメタルクラリネットの紹介サイトで
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（ａｔｅｌｉｅｒｂｗ．ｃｏｍ／ｉｎｄｅｘ３Ｃｌ．ｈｔｍｌ）を参照する。
　また例えば、ヴィンテージギターの紹介サイトで（ｇｏｏｄｔｉｍｅｓｂａｄｔｉｍｅ
ｓ．ｂｌｏｇ１３０）を参照する。ビンテージ処理したバッグ類の紹介サイトで（ｃｌｅ
ｖｅｒ－ｉｄ．ｃｏｍ／ｈｔｍ／ｆｕｎｙ／ｏｔｈｅｒ／）を参照。ビンテージ処理した
ベルト類の紹介サイトで（ｃｌｅｖｅｒ－ｉｄ．ｃｏｍ／ｈｔｍ／ｆｕｎｙ／ｂｌｔ／）
を参照。ビンテージ処理した装飾品の紹介サイトで（ｇｒａｃｉｅｕｘ２７．ｅｘｂｌｏ
ｇ．ｊｐ／１９１８７１０２／）を参照。ヴィンテージな雰囲気に加工した背もたれのチ
ェアの紹介サイトで（ｚａｋｋａｎ．ｎｅｔ／）を参照。英国ヴィンテージ雑貨の紹介サ
イトで（ｐａｙｍａｌｌ．ｊｐ／ｓｈｏｐ／１／ｉｎｎｏｃｅｎｔ６９／ｓ／ｌ／１４）
を参照。ビンテージ・エルメスの紹介サイトで（ｗｗｗ．ｓｅｋａｉｍｏｎ．ｃｏｍ）を
参照。イタリアから輸入したサビ加工した金属を使用したヴィンテージ風の壁掛け時計の
紹介サイトで（ｗｗｗ．ｅ－ｄｏｎｏ．ｃｏｍ）を参照する。
　また例えば、ビンテージ加工した武器模型の紹介サイトで（ｃｙｍａ．ｍｉｌｉｔａｒ
ｙｂｌｏｇ．ｊｐ／ｅ５８１８３４．ｈｔｍｌ）を参照。ビンテージワークスのベルトと
ビンテージ加工されて渋く光る重厚な金属の鋲の紹介サイトで（ｚｙｃｏ．ｊｐ）を参照
。ヴィンテージ処理したギターのメンテナンス紹介サイトで（ｒｕｎｅｇｕｉｔａｒ．ｃ
ｏｍ／ＲＩＰＡＩＲ／ｅｉｊｉｎｎｇｕ．ｈｔｍｌ）を参照。チェコのヴィンテージブロ
ーチの紹介サイトで（ｃｅｄｏｋｚａｋｋａｓｔｏｒｅ．ｎｅｔ／？ｐｉｄ＝６２９００
１５５）を参照。ビンテージ感溢れる楽器の紹介サイトで（ｄｒｕｍ－ｐｅｒｃｕｓｓｉ
ｏｎ．ｉｎｆｏ／ｃａｔｅｇｏｒｙ６／Ｋ＿Ｋｅｒｏｐｅ）を参照。コンピュータグラフ
ィックのヴィンテージ加工をすることの紹介サイトで（ｆｅｒｒｅｔ－ｐｌｕｓ．ｃｏｍ
）を参照。ジーンズ又はカジュアル繊維製品のビンテージ加工に関する紹介サイトで（ｅ
ｊｊｅ．ｗｅｂｌｉｏ．ｊｐ）を参照。コンピュータグラフィックのヴィンテージ加工を
することの紹介サイトで（ｃｈ．ｎｉｃｏｖｉｄｅｏ．ｊｐ／ｍｉｄｏ６／ｂｌｏｍａｇ
ａ／ａｒ６４７９７４）を参照する。
　また例えば、Ｉｌｌｕｓｔｒａｔｏｒを使ったテキストエフェクト（ヴィンテージデザ
イン）の紹介サイトで（ｗｅｂｔｏｏｌｎａｖｉ．ｃｏｍ／ｉｌｌｕｓｔｒａｔｏｒ－ｔ
ｅｘｔｅｆｆｅｃｔ－１００／）を参照。Ｖｉｎｔａｇｅｈｏｕｓｅに関する紹介サイト
で（ｖｉｎｔａｇｅｈｏｕｓｅ．ｃｏ．ｊｐ／ｓｐｅｃ／ｏｋｕｚｙｏ／）を参照。ビン
テージトランペットのメンテナンスについての紹介サイトで（ｅｓｔ．ｈｉ－ｈｏ．ｎｅ
．ｊｐ／ｂｅａｎｓ／ｈｉｔｏｒｉ／ｔａｌｋ／２）を参照。ヴィンテージの風味の昆布
に関しての紹介サイトで（ｊｂｐｒｅｓｓ．ｉｓｍｅｄｉａ．ｊｐ／ａｒｔｉｃｌｅｓ／
）を参照。ヴィンテージ風合いのある照明器具の紹介サイトで（ｎｏｒｔｈｅｒｎｌｉｎ
ｅ．ｃｏ．ｊｐ／ｉｎ＿ｔｈｅ＿ｂｏｔｔｌｅ＿ｌａｍｐ）を参照。金属製品のヴィンテ
ージ加工の紹介サイトで（ｔｅｃｈｎｏ－ｃｉｔｙ．ｓｕｍｉｄａ．ｔｏｋｙｏ．ｊｐ）
を参照。ヴィンテージ加工のＴＡＢＬＥの紹介サイトで（ｈｏｍｅｓ．ｃｏ．ｊｐ／ｓｔ
ｙｌｅｍａｒｋｅｔ／ｓｈｏｐ／）を参照。ヴィンテージガラスのアクセサリーの紹介サ
イトで（ｗｗｗ．ｉｉｃｈｉ．ｃｏｍ）を参照。新品のデニム生地（ジーンズ）に古着感
を出すためのヴィンテージ加工に関する紹介サイトで（ｍｅｎｚｍｕｓｔｉｔｅｍｓ．ｍ
ａｇｏｃｏｒｏｌｉｆｅ．ｃｏｍ／ｄｅｎｉｍｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ／）を参照する。ス
テンレスレシーバーのヴィンテージ加工に関する紹介サイトで（ｋｏｔａｃｈａｎ２５２
５．ｂｌｏｇ．ｆｃ２．ｃｏｍ／ｂｌｏｇ）を参照する。
【０００６】
　上述した上位１００件の範囲内でという条件ではあるが、この１００件で紹介されてい
る、ヴィンテージ加工やヴィンテージ処理に関しては、以下のような加工手段や処理手段
が紹介されていた。
　例えば、ジーンズやデニム地ジャケットのユーズド加工（新品にわざと傷を付け、古着
に見せるような加工手段）や、金属製品に酸や塩水を用いて錆を生じさせるサビ加工とか
、新品の木製家具に塗装手段を介して年代物の家具に見せるようにするウッドヴィンテー
ジ加工とか、エイジング加工と言うインテリアのアンティーク加工手段とか、何年も使い
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込んだように見せる”汚し（シャビー加工）”やクラックアップでシャビー感を出したり
、ダメージ加工でスクラップメイドにしたりする、ヴィンテージ加工によるアンティーク
チェアの紹介。
　また例えば、ジーンズやデニム地ジャケットの″ＯＬＤ　ＡＭＥＲＩＣＡＮ″（″オー
ルドアメリカン″）という手法は、縫製後さらに洗い、オイル、バフ加工でヴィンテージ
な風合いに仕上げるとか、樹脂製の製品を樹脂製とは思えないほどの金属感が漂うビンテ
ージ・フィニッシュという手段とか、金属を腐食させるアンティーク加工をヴィンテージ
加工のため金属部分に黒ずみ、傷があることを特徴にするとか、近年の楽器を数十年の時
を経たようなヴィンテージライクな見た目と雰囲気にするという手段とか、カウンターと
店の家具、飾り棚などを鉄がさびたようなヴィンテージ感を加えた飲食店などが紹介され
ている。
　また例えば、金属ボタンのダメージ加工と呼ばれる手段は、加工状態にばらつきがあり
、錆びついた、ヴィンテージ風に仕上げてることを特徴とし、リベットやファスナーなど
の金属部分に化学反応を利用したヴィンテージ加工を施した金具を使用した服や雑貨の例
や、ツマミの部分をアンティーク加工でオールド風の色合いに加工し、ボタン部分をビン
テージ風に加工したギターの例や、従来ならば「色褪せ」は負のイメージであるが、ヴィ
ンテージ加工と呼ぶことで価値があるウェアになる商品の例などが紹介されている。
　また例えば、エイジング加工を施したアンティークメッキタイプのスタイリングチェア
は金具類も国内金属加工会社と共同で開発した特殊なアンティークフィニッシュを施して
いるとか、独特の色を出たエイジング加工でクラックもあることをヴィンテージな雰囲気
に加工したという表現にした背もたれのチェアの例とか、サビ加工した金属を使用してヴ
ィンテージ風に加工した壁掛け時計に関しては、パール加工の剥離や金属部分の腐食が多
少あることを古いものの味として表現した例とか、シンバルに含まれる素材（銅、錫、銀
など）は鉄に比べると酸化しにくい金属だが、エイジング加工しなくても経年使用してい
くうちに酸化が進むことを特徴にしている例とか、新品のデニム生地に古着感を出すため
に、クラッシュ加工と呼ばれる、ハサミやカッターや紙ヤスリや金属ブラシなどを使って
生地を人為的に破いたり、生地を擦り減らしたりするハードダメージ加工のことを総称し
てヴィンテージ加工ということを紹介している例がある。
【０００７】
　上述したヴィンテージ加工やヴィンテージ処理の例から分かるように多種多様の事例が
存在しているので、本考案では、ヴィンテージ感を備えた金属製洋食器の開発を進めるに
当たって、もう少し「ヴィンテージ感」の概念を固めていく必要性から、ヴィンテージ感
のヴィンテージの語源を「Ｗｉｋｉｐｅｄｉａ」を介して調べて編集して結果を以下に示
した。
　ヴィンテージ、またはビンテージ（英：ｖｉｎｔａｇｅ）とは本来、ワインにおいて、
ぶどうの収穫から醸造を経て、瓶詰めされるまでの工程を表す言葉である。語源はフラン
ス語の″ｖｅｎｄａｎｇｅ″からで、さらに遡ればラテン語の「ぶどうを収穫する」とい
う意味からきている。同一年に一定の区域から収穫されたぶどうのみを使って醸造される
ワイン、また、そのワインに使われたぶどうの収穫年を指し、いわゆる当たり年のワイン
を指すようになった。名品や、年代物の楽器・オーディオ製品・カメラ・衣料品・くるま
などの希少品の意味に用いられるようになったが、英語の″ｖｉｎｔａｇｅ″は、「～の
頃」、「時代」などを意味し、″ａ　ｃｌｏｃｋ　ｏｆ　ａｎｃｉｅｎｔ　ｖｉｎｔａｇ
ｅ″（古い時代の時計）などの使い方をする。「ヴィンテージ・ワイン」といえば、高級
ワインの代名詞であることから、英語圏には、「ヴィンテージ」のつく商標や商品が多数
ある。
　ヴィンテージとは、前述のように元来はぶどうの収穫を指し、ぶどうを醸造してワイン
にする年号、そして車両やジーンズ、ギターなどに対してある特定の年代の事を指す言葉
である。これらの事からぶどうの収穫が質・量共に良かった時代の年を″ｖｉｎｔａｇｅ
″として「特定の年に作られた良いもの」という意味で使用された。さらに意味が派生し
てワインを含め、車やジーンズ、ギターなどある特定の年の「よき時代」に生産された物
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が長い年月を掛けて現在にも残る「年代物」といった意味で使用される言葉である。また
、名品・一級品を示す用語としても用いられ、ジーンズなどの古着やヴァイオリンをはじ
めとする楽器に用いられるようになり一般化した。現在ではその使用範囲はきわめて広く
、家具や日本酒などにもヴィンテージと呼ばれるものが存在する。基本的に過去の年代（
およそ１０年以上前）に作られた製品に対して使われ、新しい製品（１０年以内）に使う
のは誤りである。
　従って、本願明細書で使用する「ヴィンテージ感」に関しては、「ヴィンテージ物」と
は異なり、新しい製品、新しい金属製洋食器ではあるが、外観や質感が前記「年代物」に
感じられるような表面処理手段に関して用いるものとする。
【０００８】
　本明細書で示した「ヴィンテージ感」を有する金属製洋食器の開発を進めるに当たって
、本願出願人は、上述した金属製洋食器の表面処理手段を組み合わせることで、ヴィンテ
ージ感を備えた金属製洋食器ができないものかと、試行錯誤を重ねたが、本願出願人が指
定した６人のモニターたちを十分に満足させる表面処理手段を見つけることができなかっ
た。また、上述した６人のモニターたちの内訳は、いずれも新潟県燕市在住で、４０代の
男性Ａさん、４０代の女性Ｂさん、３０代の男性Ｃさん、３０代の女性Ｄさん、２０代の
男性Ｅさん、２０代の女性Ｆさん、であった。
　詳細に説明すると、金属製洋食器に関しては、本考案では金属製食器類や金属製調理器
具を示すものとし、さらに金属製食器類の中から本願出願人の扱い品目でもあるコーヒー
カップを選択し、例えばコーヒーカップ（Ｃ１）の表面には凹凸模様を形成させる金型を
用いてプレス加工手段を介したシボ加工によるシボを形成させ、例えばコーヒーカップ（
Ｃ２）の表面には古美仕上げ（ｗｅａｔｈｅｒｉｎｇ）という酸化皮膜形成手段を介した
四三酸化鉄皮膜を形成させ、例えばコーヒーカップ（Ｃ３）の表面には梨地仕上げという
梨の表面のようにザラザラした状態になるように形成させる金型を用いてプレス加工手段
を介し梨地を形成させ、例えばコーヒーカップ（Ｃ４）の表面には砂目加工というサンド
ブラスト装置を介してサンドブラスト処理をすることで砂目を形成させ、例えばコーヒー
カップ（Ｃ５）の表面にはつや消し処理というサンドブラスト装置を介してサンドブラス
ト処理をすることでつや消しを形成させる。
【０００９】
　次に、前記モニターによる、前記コーヒーカップの「ヴィンテージ感」の測定会を実施
した。場所は本願出願人の会議室であり、日時は平成２７年５月２日の１３：００から１
５：００であった。
　質問事項は「ヴィンテージ感は感じたか？」であり、結果を以下に示した。
　＜測定結果１＞

　上記の「ヴィンテージ感」の測定結果の考察に関しては、コーヒーカップ（Ｃ１）は金
型を用いる加工手段であり、コーヒーカップ（Ｃ２）は化学処理手段であり、コーヒーカ
ップ（Ｃ３）は金型を用いる加工手段であり、コーヒーカップ（Ｃ４）は均質感を伴う「
つや消し」感が特徴であるし、コーヒーカップ（Ｃ５）はコーヒーカップ（Ｃ４）よりも
さらに均質感を伴う「つや消し」感が特徴であることが、測定結果１に反映したものと思
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われる。
【００１０】
　本考案は、上記の課題を解決するために成されたものであり、機械手段で製作されたに
も関わらず手作り感を有し、新製品でありながらヴィンテージ感を有し、更には経年と共
に風合いを増すことが可能な高級感を有する金属製洋食器の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　課題を解決するための第一の手段（請求項１）は、金属製洋食器の表面に新規な表面仕
上げ感の形成手段として、バレル研磨で用いる研磨材によって生じる打痕や凹凸痕を利用
し、前記金属製洋食器表面に不連続で不均質に凹凸面や凹凸模様を形成させることを特徴
とする、金属製洋食器の表面処理手段を提供することである。
【００１２】
　課題を解決するための第一の手段で記載された金属製洋食器に関しては、本考案では金
属製食器類や金属製調理器具を示すものとし、例えば金属製食器類には、例えばカトラリ
ー（Ｃｕｔｌｅｒｙ）ともよばれているフォーク・ナイフ・スプーンや、例えば、フォー
クやデザートフォークや、例えば、ナイフやディナーナイフやバターナイフや、例えば、
スプーンやティースプーンやデザートスプーンやテーブルスプーンやスープスプーンや、
例えば、ティーカップやコーヒーカップの受け皿として用いられるソーサー（ｓａｕｃｅ
ｒ）や、例えば、スープ皿（ｓｏｕｐ　ｐｌａｔｅ）やスープボウル（スープ鉢）やスー
プカップや、例えば、シチュー皿やカレー皿やグラタン皿やステーキ皿や、例えば、ドリ
ンクウェア（コップなどの飲料に用する食器）として知られるコップ（カップ）やティー
カップやコーヒーカップや、例えば、マグ（取っ手の付いた円筒形のコップ）やビアマグ
（ビール用のマグ）や、例えば、ジョッキ（取っ手の付いた寸胴形の容器でマグよりも大
きい）やビールジョッキや、例えば、タンブラー（寸胴型のコップ）やタンブラーグラス
、などを示すものとする。また例えば金属製調理器具には、例えば、カクテルシェーカー
やメジャーカップや、例えば、包丁やパンスライサーや果物ナイフやペティナイフや、例
えば、鍋やトレー（Ｔｒａｙ）、などを示すものとする。
　また、前記金属製食器類や前記金属製調理器具に用いられる金属は、ステンレスやステ
ンレス鋼やチタンやチタン合金などから選択するものとする。
　また課題を解決するための第一の手段で記載された金属製洋食器の表面に新規な表面仕
上げ感の形成手段に関しては、従来の金属製洋食器の表面処理手段に関しては、前記金属
製食器類や前記金属製調理器具の表面の、美観の向上、質感の向上、装飾性の向上を図る
ために、シボ加工、古美仕上げ、梨地仕上げ、砂目加工、つや消し処理、などが一般的に
知られていて、例えばシボ加工に関しては前記金属製食器類や前記金属製調理器具の表面
に凹凸模様を形成させる金型を介したプレス加工手段であり、例えば古美仕上げに関して
は、「古仕上げ」や「古美仕上げ（ｗｅａｔｈｅｒｉｎｇ）」とも呼ばれており、前記金
属製食器類や前記金属製調理器具の表面に四三酸化鉄皮膜を形成させる酸化皮膜形成手段
の一つであり、例えば梨地仕上げとは前記金属製食器類や前記金属製調理器具の表面を梨
の表面のようにザラザラした状態になるように形成させる金型を介したプレス加工手段で
あり、例えば砂目加工やつや消し処理に関しては、前記金属製食器類や前記金属製調理器
具の表面をサンドブラスト装置を介してサンドブラスト処理をすることが知られているが
、本考案では、従来の金属製洋食器の表面処理手段を用いないで手作り感や高級感を表現
させる手段を探るものとする。
【００１３】
　課題を解決するための第一の手段で記載されたバレル研磨に関しては、一般的には、バ
レル研磨は、工作物（本明細書では前記金属製洋食器）をバレル（ｂａｒｒｅｌ＝樽）の
中に所定寸法で所定形状の粒子状の研磨材、媒材（コンパウンド）とともに入れ、バレル
を回転・上下運動させることにより研磨を行う方法であり、媒材が固形の場合を乾式バレ
ル、また媒材に水を加えることもあり、その場合は湿式バレルと呼ばれる、ことが知られ
ていて、本考案ではヴィンテージ感の表現の変化によって、乾式バレルと湿式バレルを使
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い分けるものとする。
　また、バレル研磨に関しては、一般的には、回転形バレル研磨、振動形バレル研磨、遠
心流動形バレル研磨、などが知られており、本考案ではヴィンテージ感の表現の変化によ
って、選択するものとする。
　また、回転形バレル研磨に関しては、バレル容器内に工作物、所定寸法で所定形状の粒
子状の研磨材、コンパウンド、水等を容器の約１／２の容量を入れて回転させ、内容物の
流れによって加工を行う研磨装置が知られており、例えば回転軸が水平な水平形と傾いて
いる傾斜形があり、通常、毎分６～３０回転が用いられるが、本考案ではヴィンテージ感
の表現の変化によって、研磨材の寸法や形状や回転数を選択するものとする。
　また、振動形バレル研磨に関しては、バレル容器内に工作物、所定寸法で所定形状の粒
子状の研磨材、コンパウンド、水などを入れ、容器を振動させて工作物と前記研磨材との
間に相対運動を生じさせて加工を行うバレル研磨装置が知られており、回転形バレル研磨
に比べて数倍から数十倍の加工能率を有し、バリ取り・丸み付けなど短時間仕上げに向い
ているが、本考案ではヴィンテージ感の表現の変化によって、研磨材の寸法や形状や振動
レベルを選択するものとする。
　また、遠心流動形バレル研磨に関しては、回転形バレル研磨の１種であり、通常の回転
バレルの工作物や所定寸法で所定形状の粒子状の研磨材の流れによる加工は、見かけ上の
圧力が地球の重力で限定されるが、その回転バレルを毎分１００～２００回転するタレッ
ト上に取り付け、タレットの回転による遠心力から発生する圧力で高能率な研磨が可能に
なる研磨装置が知られており、研磨材の寸法や形状や回転数に関しては本考案のヴィンテ
ージ感の表現の変化によって、選択するものとする。
　また、前記バレル研磨に関しては、従来、一般的には、主に切削・プレス加工品のバリ
取りや、鋳物の表面仕上げなどに用いられてきたが、前記金属製洋食器の表面仕上げには
用いられてこなかった。
　また、一般的にバレル研磨では、工作物（本明細書では前記金属製洋食器）は比較的小
さいものであり、バレル内に複数の工作物を入れ同時に研磨することも多い。バレルの回
転は一様では無く、上下に動かしながら回転、あるいは振動を加えるなどして工作物と研
磨材をバレル内で動かして加工を行う。この時の研磨材の粒子によって生じる打痕を本願
出願人はヴィンテージ感の一つとして利用可能であることを見出し本考案に至ったのであ
る。また、本考案では、前記金属製洋食器の表面に形成させる前記打痕や前記凹凸痕に関
しては、エンボス加工という表現や凹凸面という表現や凹凸模様という表現も含まれるも
のとする。
　また、バレル研磨では、研磨材粒子は小さくかつ自由に動くため、段付き面など機械で
研磨しにくい場所であっても仕上げが可能であるが、工作物の角面が丸まる、バレル痕と
呼ばれる僅かなへこみが発生することがあり、本考案ではこのバレル痕もヴィンテージ感
の一つとして利用可能であることを本願出願人は見出した。また、バレル研磨の特徴とし
て、加工中は表面粗さの計測が困難であることなどが欠点としてあるが、これは見方を変
えると、前記金属製洋食器表面に不連続で不均質に前記打痕や前記凹凸痕やエンボス加工
によるエンボス面や凹凸面や凹凸模様を形成させることになり、本考案ではこれらの現象
を高級感や手作り感やヴィンテージ感を表現させる手段の一つとして利用可能であること
を本願出願人は見出した。
【００１４】
　課題を解決するための第二の手段（請求項２）は、前記新規な表面仕上げ感形成手段に
前工程を設ける場合には、下地処理としてバレル研磨を選択し、前記下地処理バレル研磨
で用いる研磨材の粒子は前記仕上げ処理バレル研磨で用いる研磨材の粒子よりは小さめ又
は比重の軽いものであることを特徴とする、課題を解決するための第一の手段（請求項１
）に記載の金属製洋食器の表面処理手段を提供することである。
【００１５】
　課題を解決するための第二の手段で記載された下地処理としてバレル研磨を選択するこ
とに関しては、課題を解決するための第一の手段で記載されたバレル研磨に関しては前記
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バレル研磨を前記金属製洋食器の仕上げ処理に用いることを特徴とするが、この課題を解
決するための第二の手段では、下地処理としてバレル研磨を選択することで、同じ装置を
用いて、前記研磨材粒子の寸法や形状を変化させることで、前記金属製洋食器の下地処理
にも仕上げ処理にも利用できることを本願出願人は見出した。
　また、前記金属製洋食器の下地処理の目的は、主な仕上げ処理手段である、鍍金手段や
塗装手段や酸化皮膜形成手段や鏡面仕上げ手段に対して行われる、粗仕上げ手段やバリ除
去手段やスケール除去手段や脱脂処理手段や洗浄処理手段などであることが知られており
、この中から粗仕上げ手段を選択し、この粗仕上げ手段を用いて、前記金属製洋食器表面
に不連続で不均質に前記打痕や前記凹凸痕やエンボス加工によるエンボス面や凹凸面や凹
凸模様を形成させることを、高級感や手作り感やヴィンテージ感にまで昇華させることで
、同じ装置を用いて、前記金属製洋食器の下地処理にも表面仕上げ処理にも利用できるこ
とを本願出願人は見出した。
　また、バレル研磨では、研磨材粒子は小さくかつ自由に動くため、段付き面など機械で
研磨しにくい場所であっても仕上げが可能であるが、工作物の角面が丸まる、バレル痕と
呼ばれる僅かなへこみが発生することがあり、本考案ではこのバレル痕もヴィンテージ感
の一つとして利用可能であることを本願出願人は見出した。また、バレル研磨の特徴とし
て、加工中は表面粗さの計測が困難であることなどが欠点としてあるが、これは見方を変
えると、前記金属製洋食器表面に不連続で不均質に前記打痕や前記凹凸痕やエンボス加工
によるエンボス面や凹凸面や凹凸模様を形成させることになり、本考案ではこれらの現象
をヴィンテージ感の一つとして利用可能であることを本願出願人は見出した。
【００１６】
　課題を解決するための第三の手段（請求項３）は、金属製洋食器の表面にヴィンテージ
感を形成させる手段であり、前記ヴィンテージ感形成手段がバレル研磨で用いる研磨材に
よって生じる打痕や凹凸痕を利用し、前記金属製洋食器表面に不連続で不均質に凹凸面や
凹凸模様を形成させることを特徴とする、金属製洋食器のヴィンテージ感形成手段を提供
することである。
【００１７】
　課題を解決するための第三の手段で記載された金属製洋食器に関しては、課題を解決す
るための第一の手段で記載された金属製洋食器に関しての記述に順ずるものとする。
　課題を解決するための第三の手段で記載された金属製洋食器の表面にヴィンテージ感を
形成させることに関しては、まず、本願明細書で使用する「ヴィンテージ感」に関しては
、「ヴィンテージ物」とは異なり、新しい製品、新しい金属製洋食器ではあるが、外観や
質感が前記「年代物」に感じられるような表面処理手段に関して用いるものとする。また
、前記「ヴィンテージ感」に関しては、機械装置を用いた金属製洋食器の表面処理手段の
一つであるが、金型を使用しないで不連続で不均質に凹凸面や凹凸模様を形成させるもの
とする。
　課題を解決するための第三の手段で記載されたバレル研磨に関しては、課題を解決する
ための第一の手段で記載されたバレル研磨に関しての記述に順ずるものとする。
【００１８】
　課題を解決するための第四の手段（請求項４）は、前記ヴィンテージ感形成手段に前工
程を設ける場合には、下地処理としてバレル研磨を選択し、前記下地処理バレル研磨で用
いる研磨材の粒子は前記ヴィンテージ感形成手段バレル研磨で用いる研磨材の粒子よりは
小さめ又は比重の軽いものであることを特徴とする、課題を解決するための第三の手段（
請求項３）に記載の金属製洋食器のヴィンテージ感形成手段を提供することである。
【００１９】
　課題を解決するための第四の手段で記載された下地処理としてバレル研磨を選択するこ
とに関しては、課題を解決するための第三の手段（請求項３）及び課題を解決するための
第一の手段（請求項１）で記載されたバレル研磨に関しては前記バレル研磨を前記金属製
洋食器の仕上げ処理に用いることを特徴とするが、この課題を解決するための第四の手段
では、下地処理としてバレル研磨を選択することで、同じ装置を用いて、前記研磨材粒子
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の寸法や形状を変化させることで、前記金属製洋食器の下地処理にも仕上げ処理にも利用
できることを本願出願人は見出した。
　また、前記金属製洋食器の下地処理の目的は、主な仕上げ処理手段である、鍍金手段や
塗装手段や酸化皮膜形成手段や鏡面仕上げ手段に対して行われる、粗仕上げ手段やバリ除
去手段やスケール除去手段や脱脂処理手段や洗浄処理手段などであることが知られており
、この中から粗仕上げ手段を選択し、この粗仕上げ手段を用いて、前記金属製洋食器表面
に不連続で不均質に前記打痕や前記凹凸痕やエンボス加工によるエンボス面や凹凸面や凹
凸模様を形成させることを、ヴィンテージ感にまで昇華させることで、同じ装置を用いて
、前記金属製洋食器の下地処理にも仕上げ処理にも利用できることを本願出願人は見出し
た。
　また、バレル研磨では、研磨材粒子は小さくかつ自由に動くため、段付き面など機械で
研磨しにくい場所であっても仕上げが可能であるが、工作物の角面が丸まる、バレル痕と
呼ばれる僅かなへこみが発生することがあり、本考案ではこのバレル痕もヴィンテージ感
の一つとして利用可能であることを本願出願人は見出した。また、バレル研磨の特徴とし
て、加工中は表面粗さの計測が困難であることなどが欠点としてあるが、これは見方を変
えると、前記金属製洋食器表面に不連続で不均質に前記打痕や前記凹凸痕やエンボス加工
によるエンボス面や凹凸面や凹凸模様を形成させることになり、本考案ではこれらの現象
をヴィンテージ感の一つとして利用可能であることを本願出願人は見出した。
【考案の効果】
【００２０】
　課題を解決するための第一の手段（請求項１）の考案によって、本明細書で記載した金
属製洋食器の表面には、バレル研磨で用いる研磨材によって生じる打痕や凹凸痕が不連続
で不均質に形成されることで、前記金属製洋食器表面に不連続で不均質に凹凸面や凹凸模
様が形成され、その結果本考案による金属製洋食器は前記凹凸面の形成や前記凹凸模様の
形成がバレル研磨装置を介しての機械手段で形成されたにも関わらず手作り感や高級感を
形成させ、消費者に新規な表面仕上げ感を感じさせることのできる金属製洋食器の提供が
可能になる。
【００２１】
　課題を解決するための第二の手段（請求項２）の考案によって、本明細書で記載した金
属製洋食器の、下地処理としてバレル研磨を利用でき、表面仕上げ処理にもバレル研磨を
利用できることになるので、本考案による金属製洋食器の仕上げ処理工程は複雑な処理工
程を経ないので比較的低コストで実現可能であるにも関わらず、手作り感や高級感を感じ
させる金属製洋食器の付加価値を十分に反映させた価格設定で提供できるようになる。
【００２２】
　課題を解決するための第三の手段（請求項３）の考案によって、本明細書で記載した金
属製洋食器の表面に、消費者にヴィンテージ感を感じさせることを目的に、不連続で不均
質に凹凸面や凹凸模様を形成させる手段として、従来なら主に下地処理手段として知られ
ていたバレル研磨を用いることで、意図したとおりに金属製洋食器の表面に不連続で不均
質に凹凸面や凹凸模様を仕上げ処理として形成させることができ、かつ不連続で不均質な
凹凸面や凹凸模様を消費者にヴィンテージ感として感じさせることができた金属製洋食器
の提供が可能になる。
【００２３】
　課題を解決するための第四の手段（請求項４）の考案によって、本明細書で記載した金
属製洋食器の、前記ヴィンテージ感形成手段の下地処理としてバレル研磨を利用した場合
に、前記ヴィンテージ感形成手段の仕上げ処理にもバレル研磨を利用した場合には、本考
案による金属製洋食器のヴィンテージ感形成手段は複雑な処理工程を経ないので比較的低
コストで提供可能であるにも関わらず、十分なヴィンテージ感を感じさせる金属製洋食器
を十分な付加価値を反映させた価格で提供することが可能になる。
【００２４】
【考案を実施するための最良の形態】
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【００２５】
　以下、本考案の実施の形態について、図１～図４に基づいて説明する。
　図１は本考案の実施の形態例を示す概略説明図であり、図２は本考案の実施の形態例を
示す概略説明図であり、図３は本考案の実施の形態例を示す概略説明図であり、図４は本
考案の実施の形態例を示す概略説明図である。
【実施例１】
【００２６】
　図１を用いて金属製洋食器の新規な表面仕上げ感形成手段の概略を説明すると、１０は
金属製洋食器の基材を示し、材料はステンレス鋼を用いるものとし、また金属製食器類１
１や金属製調理器具１２の基材を示し、材料はステンレス鋼を用いるものとする。また金
属製食器類１１は本明細書で記載された事例やアイテムの中から選択され、金属製調理器
具１２は本明細書で記載された事例やアイテムの中から選択されるものとする。２１は金
属製食器類１１や金属製調理器具１２の表面仕上げ処理手段として従来であれば下地処理
手段として用いられてきたバレル研磨で用いる研磨材によって生じる打痕であり、２２は
金属製食器類１１や金属製調理器具１２の表面仕上げ処理手段として従来であれば下地処
理手段として用いられてきたバレル研磨で用いる研磨材によって生じる凹凸痕であり、２
０は打痕２１や凹凸痕２２によって形成される不連続で不均質な凹凸面や凹凸模様であり
、この実施例では、凹凸面や凹凸模様２０を新規な表面仕上げ感Ｓ１として利用するもの
とする。
【実施例２】
【００２７】
　図１を用いて金属製洋食器の表面にヴィンテージ感を形成させる手段の概略を説明する
と、１０は金属製洋食器の基材を示し、材料はステンレス鋼を用いるものとし、また金属
製食器類１１や金属製調理器具１２の基材を示し、材料はステンレス鋼を用いるものとす
る。また金属製食器類１１は本明細書で記載された事例やアイテムの中から選択され、金
属製調理器具１２は本明細書で記載された事例やアイテムの中から選択されるものとする
。３１は金属製食器類１１や金属製調理器具１２の表面仕上げ処理手段として従来であれ
ば下地処理手段として用いられてきたバレル研磨で用いる研磨材によって生じる打痕であ
り、３２は金属製食器類１１や金属製調理器具１２の表面仕上げ処理手段として従来であ
れば下地処理手段として用いられてきたバレル研磨で用いる研磨材によって生じる凹凸痕
であり、３０は打痕３１や凹凸痕３２によって形成される不連続で不均質な凹凸面や凹凸
模様であり、この実施例では、凹凸面や凹凸模様３０をヴィンテージ感Ｓ２として利用す
るものとする。
【実施例３】
【００２８】
　図１と図２を用いて、金属製洋食器の新規な表面仕上げ感形成手段の実施例を説明する
と、４０は、金属製食器類１１の中から選択した一例としてのコーヒーカップであり、４
１はコーヒーカップ４０を本考案で示したバレル研磨で所定粒径で所定形状の研磨材によ
って生じる打痕２１や凹凸痕２２を介して形成される凹凸面や凹凸模様２０を新規な表面
仕上げ感Ｓ１として製品化した場合の表面を示している。コーヒーカップ４０の製品化表
面４１は、前記モニター（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ）に依頼して、金属製洋食器の新規な
表面仕上げ感と感じられるかどうかというモニター調査の結果、４対２という割合で、コ
ーヒーカップ４０の製品化表面４１は、比較的新規な表面仕上げ感だと感じられるという
結果を得た。
【実施例４】
【００２９】
　図１と図２を用いて、金属製洋食器の表面にヴィンテージ感を形成させる手段の実施例
を説明すると、４０は、金属製食器類１１の中から選択した一例としてのコーヒーカップ
であり、４２はコーヒーカップ４０を本考案で示したバレル研磨で所定粒径で所定形状の
研磨材によって生じる打痕３１や凹凸痕３２を介して形成される凹凸面や凹凸模様３０を
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ヴィンテージ感Ｓ２として製品化した場合の表面を示している。コーヒーカップ４０の製
品化表面４２は、前記モニター（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ）に依頼して、金属製洋食器の
ヴィンテージ感を感じられるかどうかというモニター調査の結果、５対１という割合で、
コーヒーカップ４０の製品化表面４２は、ヴィンテージ感があるという評価を得た。
【実施例５】
【００３０】
　図１と図３を用いて、金属製洋食器の新規な表面仕上げ感形成手段の実施例を説明する
と、５０は、金属製食器類１１の中から選択した一例としての皿であり、５１は皿５０を
本考案で示したバレル研磨で所定粒径で所定形状の研磨材によって生じる打痕２１や凹凸
痕２２を介して形成される凹凸面や凹凸模様２０を表面仕上げＳ１として製品化した場合
の表面を示している。皿５０の製品化表面５１は、前記モニター（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，
Ｆ）に依頼して、金属製洋食器の新規な表面仕上げ感だと感じられるかどうかというモニ
ター調査の結果、５対１という割合で、皿５０の製品化表面５１は、相当に新規な表面仕
上げ感だと感じられるという結果を得た。
【実施例６】
【００３１】
　図１と図３を用いて、金属製洋食器の表面にヴィンテージ感を形成させる手段の実施例
を説明すると、５０は、金属製食器類１１の中から選択した一例としての皿であり、５２
は皿５０を本考案で示したバレル研磨で所定粒径で所定形状の研磨材によって生じる打痕
３１や凹凸痕３２を介して形成される凹凸面や凹凸模様３０をヴィンテージ感Ｓ２として
製品化した場合の表面を示している。皿５０の製品化表面５２は、前記モニター（Ａ，Ｂ
，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ）に依頼して、金属製洋食器のヴィンテージ感を感じられるかどうかと
いうモニター調査の結果、６対０という割合で、皿５０の製品化表面５２は、ヴィンテー
ジ感があるという評価を得た。
【実施例７】
【００３２】
　図１と図４を用いて、金属製洋食器の新規な表面仕上げ感形成手段の実施例を説明する
と、６０は、金属製食器類１１の中から選択した一例としてのカトラリーとしてのスプー
ンであり、６１はスプーン６０を本考案で示したバレル研磨で所定粒径で所定形状の研磨
材によって生じる打痕２１や凹凸痕２２を介して形成される凹凸面や凹凸模様２０を新規
な表面仕上げ感Ｓ１として製品化した場合の表面を示している。スプーン６０の製品化表
面６１は、前記モニター（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ）に依頼して、金属製洋食器の新規な
表面仕上げ感だと感じられるかどうかというモニター調査の結果、４対２という割合で、
スプーン６０の製品化表面６１は、比較的新規な表面仕上げ感だと感じられるという結果
を得た。次に、７０は、金属製食器類１１の中から選択した一例としてのカトラリーとし
てのフォークであり、７１はフォーク７０を本考案で示したバレル研磨で所定粒径で所定
形状の研磨材によって生じる打痕２１や凹凸痕２２を介して形成される凹凸面や凹凸模様
２０を新規な表面仕上げ感Ｓ１として製品化した場合の表面を示している。フォーク７０
の製品化表面７１は、前記モニター（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ）に依頼して、金属製洋食
器の新規な表面仕上げ感だと感じられるかどうかというモニター調査の結果、３対３とい
う割合で、フォーク７０の製品化表面７１は、若干新規な表面仕上げ感だと感じられると
いう結果を得た。
【実施例８】
【００３３】
　図１と図４を用いて、金属製洋食器の表面にヴィンテージ感を形成させる手段の実施例
を説明すると、６０は、金属製食器類１１の中から選択した一例としてのカトラリーとし
てのスプーンであり、６２はスプーン６０を本考案で示したバレル研磨で所定粒径で所定
形状の研磨材によって生じる打痕２１や凹凸痕２２を介して形成される凹凸面や凹凸模様
２０をヴィンテージ感Ｓ２として製品化した場合の表面を示している。スプーン６０の製
品化表面６２は、前記モニター（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ）に依頼して、金属製洋食器の
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スプーン６０の製品化表面６２は、ヴィンテージ感を感じられるという評価を得た。次に
、７０は、金属製食器類１１の中から選択した一例としてのカトラリーとしてのフォーク
であり、７２はフォーク７０を本考案で示したバレル研磨で所定粒径で所定形状の研磨材
によって生じる打痕２１や凹凸痕２２を介して形成される凹凸面や凹凸模様２０をヴィン
テージ感Ｓ２として製品化した場合の表面を示している。フォーク７０の製品化表面７２
は、前記モニター（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ）に依頼して、金属製洋食器の新規な表面仕
上げと感じられるかどうかというモニター調査の結果、４対２という割合で、フォーク７
０の製品化表面７２は、ヴィンテージ感があるという評価を得た。
【００３５】
　上記実施の形態の説明は、本考案を説明するためのものであって、実用新案登録請求の
範囲に記載の考案を限定し、或は範囲を減縮するものではない。また、本考案の各部構成
は上記実施の形態に限らず、実用新案登録請求の範囲に記載の技術的範囲内で種々の変形
が可能である。
【産業上の利用可能性】
【００３６】
　本考案の金属製洋食器の表面処理手段及びヴィンテージ感形成手段は、一台のバレル研
磨装置によっ相当数の新規な表現手段が可能であり汎用性が高いので産業上の利用可能性
は高いと判断できる。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本考案の実施の形態例を示す概略説明図である。
【図２】本考案の実施の形態例を示す概略説明図である。
【図３】本考案の実施の形態例を示す概略説明図である。
【図４】本考案の実施の形態例を示す概略説明図である。
【符号の説明】
【００３８】
Ｓ１：新規な表面仕上げ感
Ｓ２：ヴィンテージ感
１０：金属製洋食器の基材
１１：金属製食器類
１２：金属製調理器具
２０，３０：凹凸面や凹凸模様
２１，３１：打痕
２２，３２：凹凸痕
４０：コーヒーカップ
４１：製品化表面
４２：製品化表面
５０：皿
５１：製品化表面
５２：製品化表面
６０：スプーン
６１：製品化表面
７０：フォーク
７１：製品化表面
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【図２】

【図３】

【図４】
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【手続補正書】
【提出日】平成27年8月3日(2015.8.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
金属製洋食器の表面に不連続かつ不均質な凹凸面又は凹凸模様を有していることを特徴と
する、金属製洋食器。
【請求項２】
金属製洋食器の表面に不連続かつ不均質な凹凸面及び凹凸模様を有していることを特徴と
する、金属製洋食器。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本考案は、表面に凹凸面又は（及び）凹凸模様を有している金属製洋食器に関するもの
である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　課題を解決するための第一の手段（請求項１）は、金属製洋食器の表面に不連続かつ不
均質な凹凸面又は凹凸模様を有していることを特徴とする、金属製洋食器を提供すること
であるが、前記金属製洋食器の表面に新規な表面仕上げ感の形成手段として、バレル研磨
で用いる研磨材によって生じる打痕や凹凸痕を利用し、前記金属製洋食器表面に不連続で
不均質に凹凸面や凹凸模様を形成させること、が好ましい。また、前記金属製洋食器表面
の不連続で不均質な凹凸面や凹凸模様に関しては、ヴィンテージ感という表現又は新規な
表面仕上げ感という表現を用いることも可能である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
本願明細書で記載された金属製洋食器に関しては、本考案では金属製食器類や金属製調理
器具を示すものとし、例えば金属製食器類には、例えばカトラリー（Ｃｕｔｌｅｒｙ）と
もよばれているフォーク・ナイフ・スプーンや、例えば、フォークやデザートフォークや
、例えば、ナイフやディナーナイフやバターナイフや、例えば、スプーンやティースプー
ンやデザートスプーンやテーブルスプーンやスープスプーンや、例えば、ティーカップや
コーヒーカップの受け皿として用いられるソーサー（ｓａｕｃｅｒ）や、例えば、スープ
皿（ｓｏｕｐ　ｐｌａｔｅ）やスープボウル（スープ鉢）やスープカップや、例えば、シ
チュー皿やカレー皿やグラタン皿やステーキ皿や、例えば、ドリンクウェア（コップなど
の飲料に用する食器）として知られるコップ（カップ）やティーカップやコーヒーカップ
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や、例えば、マグ（取っ手の付いた円筒形のコップ）やビアマグ（ビール用のマグ）や、
例えば、ジョッキ（取っ手の付いた寸胴形の容器でマグよりも大きい）やビールジョッキ
や、例えば、タンブラー（寸胴型のコップ）やタンブラーグラス、などを示すものとする
。また例えば金属製調理器具には、例えば、カクテルシェーカーやメジャーカップや、例
えば、包丁やパンスライサーや果物ナイフやぺティナイフや、例えば、鍋やトレー（Ｔｒ
ａｙ）、などを示すものとする。
　また、前記金属製食器類や前記金属製調理器具に用いられる金属は、ステンレスやステ
ンレス鋼やチタンやチタン合金などから選択するものとする。
また本願明細書に記載された金属製洋食器の表面の新規な表面仕上げ感に関しては、従来
の金属製洋食器の表面処理では、前記金属製食器類や前記金属製調理器具の表面の、美観
の向上、質感の向上、装飾性の向上を図るために、シボ加工、古美仕上げ、梨地仕上げ、
砂目加工、つや消し処理、などが一般的に知られていて、例えばシボ加工に関しては前記
金属製食器類や前記金属製調理器具の表面に凹凸模様を形成させる金型を介したプレス加
工手段であり、例えば古美仕上げに関しては、「古仕上げ」や「古美仕上げ（ｗｅａｔｈ
ｅｒｉｎｇ）」とも呼ばれており、前記金属製食器類や前記金属製調理器具の表面に四三
酸化鉄皮膜を形成させる酸化皮膜形成手段の一つであり、例えば梨地仕上げとは前記金属
製食器類や前記金属製調理器具の表面を梨の表面のようにザラザラした状態になるように
形成させる金型を介したプレス加工手段であり、例えば砂目加工やつや消し処理に関して
は、前記金属製食器類や前記金属製調理器具の表面をサンドブラスト装置を介してサンド
ブラスト処理をすることが知られているが、本考案では、従来の金属製洋食器の表面処理
手段を用いないで手作り感や高級感を表現させるものとする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
課題を解決するための第二の手段（請求項２）は、金属製洋食器の表面に不連続かつ不均
質な凹凸面及び凹凸模様を有していることを特徴とする、金属製洋食器を提供することで
あるが、前記金属製洋食器の表面に新規な表面仕上げ感の形成手段として、バレル研磨で
用いる研磨材によって生じる打痕や凹凸痕を利用し、前記金属製洋食器表面に不連続で不
均質に凹凸面や凹凸模様を形成させること、が好ましい。また、前記金属製洋食器表面の
不連続で不均質な凹凸面や凹凸模様に関しては、ヴィンテージ感という表現を用いること
が好ましい。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
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本願明細書で使用する「ヴィンテージ感」という表現に関しては、「ヴィンテージ物」と
は異なり、新しい製品、新しい金属製洋食器ではあるが、外観や質感が前記「年代物」に
感じられるような表面処理手段に関して用いるものとする。また、前記「ヴィンテージ感
」に関しては、機械装置を用いた金属製洋食器の表面処理手段を介して形成されるものと
する。
　課題を解決するための第二の手段で記載されたバレル研磨に関しては、課題を解決する
ための第一の手段で記載されたバレル研磨に関しての記述に順ずるものとする。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
本願の考案によって、本明細書で記載した金属製洋食器の表面には、バレル研磨で用いる
研磨材によって生じる打痕や凹凸痕が不連続で不均質に形成されることで、前記金属製洋
食器表面に不連続で不均質に凹凸面や凹凸模様が形成され、その結果本考案による金属製
洋食器は前記凹凸面の形成や前記凹凸模様の形成がバレル研磨装置を介しての機械手段で
形成されたにも関わらず手作り感や高級感を形成させ、消費者に新規な表面仕上げ感を感
じさせることのできる金属製洋食器の提供が可能になる。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
本願の考案によって、本明細書で記載した金属製洋食器の表面に、消費者にヴィンテージ
感を感じさせることを目的に、不連続で不均質に凹凸面や凹凸模様を形成させる手段とし
て、従来なら主に下地処理手段として知られていたバレル研磨を用いることで、意図した
とおりに金属製洋食器の表面に不連続で不均質に凹凸面や凹凸模様を仕上げ処理として形
成させることができ、かつ不連続で不均質な凹凸面や凹凸模様を消費者にヴィンテージ感
として感じさせることができた金属製洋食器の提供が可能になる。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　図１を用いて表面に新規な表面仕上げ感を形成した金属製洋食器の概略を説明すると、
１０は金属製洋食器の基材を示し、材料はステンレス鋼を用いるものとし、また金属製食
器類１１や金属製調理器具１２の基材を示し、材料はステンレス鋼を用いるものとする。
また金属製食器類１１は本明細書で記載された事例やアイテムの中から選択され、金属製
調理器具１２は本明細書で記載された事例やアイテムの中から選択されるものとする。２
１は金属製食器類１１や金属製調理器具１２の表面仕上げ処理手段として従来であれば下
地処理手段として用いられてきたバレル研磨で用いる研磨材によって生じる打痕であり、
２２は金属製食器類１１や金属製調理器具１２の表面仕上げ処理手段として従来であれば
下地処理手段として用いられてきたバレル研磨で用いる研磨材によって生じる凹凸痕であ
り、２０は打痕２１や凹凸痕２２によって形成される不連続で不均質な凹凸面や凹凸模様
であり、この実施例では、凹凸面や凹凸模様２０を新規な表面仕上げ感Ｓ１として利用す
るものとする。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　図１を用いて表面にヴィンテージ感を形成した金属製洋食器の概略を説明すると、１０
は金属製洋食器の基材を示し、材料はステンレス鋼を用いるものとし、また金属製食器類
１１や金属製調理器具１２の基材を示し、材料はステンレス鋼を用いるものとする。また
金属製食器類１１は本明細書で記載された事例やアイテムの中から選択され、金属製調理
器具１２は本明細書で記載された事例やアイテムの中から選択されるものとする。３１は
金属製食器類１１や金属製調理器具１２の表面仕上げ処理手段として従来であれば下地処
理手段として用いられてきたバレル研磨で用いる研磨材によって生じる打痕であり、３２
は金属製食器類１１や金属製調理器具１２の表面仕上げ処理手段として従来であれば下地
処理手段として用いられてきたバレル研磨で用いる研磨材によって生じる凹凸痕であり、
３０は打痕３１や凹凸痕３２によって形成される不連続で不均質な凹凸面や凹凸模様であ
り、この実施例では、凹凸面や凹凸模様３０をヴィンテージ感Ｓ２として利用するものと
する。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　本考案の表面に凹凸面又は（及び）凹凸模様を有している金属製洋食器は、一台のバレ
ル研磨装置によって相当数の新規な表現手段が可能であり汎用性が高いので産業上の利用
可能性は高いと判断できる。
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